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ストレージアセスメントサービス

お客様のITインフラ基盤を可視化することが、
最適なIT投資の第一歩！

✓ オンプレ、クラウド、ハイブリッドの最新のITインフラ基盤に対応！

✓ サービス累計 『1,500件以上*』 の安心と信頼の実績！*2022年11月時点

✓富士通機はもちろん他社機も対応

◼現行システムの 利用状況を把握 することで、過不足なく次期システム更改にのぞみたい
◼ リプレースを検討しているが、 手をつけられず、人手も足りない
◼将来の投資計画を立てたいが、指標となるデータが必要
◼予算を上申するにあたり、 最適なインフラ構成とその妥当性 を求められている
◼専門家 に分析してもらいたい

こんな課題に最適です

ストレージアセスメントによるインフラ基盤の可視化、分析

ストレージの視点から可視化・分析することで
精度の高いサイジングとボトルネックの把握が可能になります

無償

平均増加率
23％／年

ファイルサーバアセスメントストレージアセスメント

◼利用シーン

◼ ファイルサーバが乱立して管理が大変

◼ データ量の増加傾向が気になる

◼ インフラコストの削減策を探している

◼調査内容

◼ ファイルサーバのファイル、容量に関する情報を
採取し、利用状況（増加傾向、ファイルデータ
種別・重複）を可視化・分析します

◼分析結果

◼利用シーン

◼ 特定業務の遅延が気になる

◼ 最適なストレージ環境を知りたい

◼ ストレージ運用コストの妥当性を知りたい

◼調査内容

◼ ストレージの性能（I/O負荷）に関する情報を
採取し、運用状況を可視化・分析します

◼分析結果
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※実施期間は対象規模・アセスメント等により変わります

アセスメントサービスの流れ

アセスメントによる効果

製造業A様

増え続ける物理・仮想サーバを仮想化する際の安定稼働実現に向けてアセスメントを活用！

自治体B様

アセスメント結果に基づきリプレースを実施後、省スペース化かつレスポンスが早くなり快適に！

大学C様

他ベンダーのアセスメントも試したがサーバとストレージを詳細分析を実施したのは富士通だけ！

◼ 今まで管理しきれていなかったストレージの資産・稼働情報を一覧にして提供します
◼ 現行システムの利用状況を把握後、最適なストレージシステムの構成案をご報告します
◼ 必要なストレージリソースに基づく構成を最適化することで投資効果が向上します

ご提案プラットフォーム

お客様の声

商品・サービスについてのお問い合わせは

富士通コンタクトライン（総合窓口） 0120-933-200
受付時間 9:00～17:30（土・日・祝日・当社指定の休業日を除く）

サーバアセスメントについてはこちら https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/solution/virtual/assessment/

ステップ２
お客様環境調査

ステップ３
分析（可視化）

ステップ４
結果報告/提案

ステップ１
事前ヒアリング

ネットワーク経由
実際の使用状況をデータ採取

サービス概要やアセスメント
作業の紹介、ご要望をヒアリング

リソース状況・負荷傾向を
分析し、資産を見える化

実測値に基づいた最適な
サイジング・構成をご提案

◼ ストレージシステム
◼ ストレージ ：FUJITSU Storage ETERNUS

◼垂直統合型商品
◼仮想化基盤：FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX
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